
体験教育企画社長　　藤澤　安良

先
人
の
歩
み
を
学
ぶ
大
切
さ

観
光
復
興
へ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

中
四
国
９
県
　

冬
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

最
優
秀
賞
に
越
後
湯
沢
温
泉

国
交
省「
水
の
里
の
旅
コ
ン
テ
ス
ト
」

学
生
最
優
秀
賞
は
比
治
山
大

忘
・
新
年
会
幹
事

応
援
プ
ラ
ン
企
画

み
な
か
み
町
観
光
協
会



　
２
０
１
８
年
の
出
来
事
を
振

り
返
り
、
そ
の
世
相
を
表
す

「
今
年
の
漢
字
」
に
「
災
」
が

選
ば
れ
、
京
都
清
水
寺
貫
主
が

揮
毫

き
ご
う

し
た
。

年
は
台
風

号

を
は
じ
め
、
西
日
本
豪
雨
や
北

海
道
地
震
な
ど
自
然
災
害
が
相

次
い
だ
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
の

だ
ろ
う
。
一
方
で
、
自
然
災
害

な
ら
ず
と
も
、
職
場
や
学
校
教

育
現
場
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
も
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
が
後
を
絶
た
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
当
然
な
が
ら
「
人
災
」
も
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
人
間
社

会
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
と
の

警
鐘
で
あ
ろ
う
。
自
然
の
猛
威

は
防
げ
な
い
が
、
そ
の
中
か
ら

生
命
財
産
を
守
る
知
恵
と
行
動

は
起
こ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
過
日
は
、
防
災
遺
産
が

「
『
百
世
の
安
堵
』
～
津
波
と

復
興
の
記
憶
が
生
き
る
広
川
の

防
災
遺
産
～
」
と
し
て
日
本
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
和
歌
山
県
広

川
町
を
視
察
し
た
。

　
１
８
５
４
年
の
安
政
大
地
震

津
波
か
ら
住
民
を
救
っ
た
と
さ

れ
る
豪
商
、
濱
口
梧
陵
の
史
実

を
も
と
に
物
語
に
し
た
「
稲
む

ら
の
火
」
が
尋
常
小
学
校
の
国

語
の
教
科
書
に
載
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
濱
口
梧
陵
記
念
館
と
併

設
さ
れ
た
津
波
防
災
教
区
セ
ン

タ
ー
は
過
去
の
歴
史
を
教
訓
に

し
た
防
災
教
育
に
効
果
が
高
い

施
設
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
資
源
調
査
も
し

た
の
で
多
く
の
関
連
施
設
を
視

察
し
た
が
、
拠
点
施
設
と
関
連

施
設
の
融
合
に
よ
り
理
解
が
深

ま
る
こ
と
に
な
る
。と
り
わ
け
、

１
年
に
一
度
の
公
開
し
か
さ
れ

て
い
な
い
濱
口
家
住
宅
は
ヤ
マ

サ
醤
油

し
ょ
う
ゆ

の
創
業
家
だ
け
に
、
約

３
０
０
年
前
か
ら
１
０
０
年
前

ま
で
の
一
部
木
造
３
階
建
て
の

豪
華
な
建
造
物
は
、
幕
末
の
著

名
人
が
訪
れ
た
と
さ
れ
る
書
画

文
書
が
あ
り
、
賓
客
を
も
て
な

す
た
め
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
造

り
と
庭
園
に
驚
か
さ
れ
る
。
建

築
設
計
や
木
材
な
ど
の
建
築
資

材
に
精
通
し
た
者
な
ら
何
時
間

も
見
て
い
ら
れ
る
住
居
で
あ

る
。

　
ま
た
、
安
政
大
地
震
の
当
日

も
濱
口
梧
陵
の
誘
導
で
村
人
が

目
指
し
命
を
落
と
さ
ず
に
す
ん

だ
高
台
に
「
廣
八
幡
神
社
」
が

あ
る
。
日
が
落
ち
て
方
角
す
ら

分
か
ら
な
い
人
の
た
め
に
海
か

ら
神
社
ま
で
の
間
に
あ
る
田
ん

ぼ
の
稲
む
ら
に
火
を
つ
け
て
目

標
と
し
た
。
村
人
が
避
難
の
場

所
、
約
束
の
場
所
と
し
て
誰
も

が
認
識
し
て
い
て
、
神
社
の
社

殿
は
朱
塗
り
で
荘
厳
な
造
り
で

あ
る
。
信
仰
の
あ
つ
さ
も
垣
間

見
る
こ
と
に
な
る
。

　
濱
口
梧
陵
の
没
後
に
親
交
の

あ
つ
か
っ
た
勝
海
舟
が
揮
毫
し

た
顕
彰
碑
が
境
内
に
あ
る
。
長

文
で
立
派
な
碑
が
あ
る
こ
と
か

ら
そ
の
偉
大
さ
が
伺
い
知
れ

る
。
い
く
つ
か
の
商
家
の
名
残

が
あ
る
街
並
み
を
歩
き
、
津
波

後
に
住
民
が
築
い
た
長
さ
６
０

０
㍍
、
高
さ
５
㍍
の
「
広
村
堤

防
」
は
重
機
の
な
い
時
代
に
大

量
の
土
を
運
び
、
よ
く
ぞ
こ
こ

ま
で
築
い
た
と
、
志
の
高
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
私
財
を
投
げ
打
ち
、
人
力
を

惜
し
ま
ず
、
地
域
の
た
め
、
後

世
の
た
め
に
生
き
た
多
く
の
先

人
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
の

日
本
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
全
て
と
は
言
わ
な
い
ま
で

も
、
政
治
家
も
己
の
選
挙
の
資

金
集
め
に
奔
走
し
、
金
額
訂
正

や
公
的
資
金
の
私
的
利
用
な

ど
、
誰
を
見
て
誰
を
思
い
政
治

を
し
て
い
る
の
か
。
企
業
人
も

自
分
に
入
る
お
金
の
細
工
に
知

恵
を
使
う
。
わ
が
国
の
未
来
を

考
え
る
気
骨
あ
る
人
物
と
そ
の

行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
平

成
最
後
の
年
を
い
い
年
に
し
た

い
も
の
で
あ
る
。

（２１） 第２９６８号第３種郵便物認可２０１９年（平成３１年）１月１日（火曜日）

　
西
日
本
豪
雨
か
ら
の
観
光
復
興
の
足
取
り
を
確
か
な
も
の
に
し
よ
う
と
、
中
四
国

の
９
県
が
連
携
し
、
「
元
気
で
す
！
中
・
四
国
」
を
合
言
葉
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

開
始
し
た
。

月

日
に
は
東
京
・
銀
座
の
「
ひ
ろ
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ

Ｕ
」
で
記
者
発
表
会
を
開
き
、
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
。

記
念
撮
影
に
応
じ
る
（
右
か
ら
）
前
野
さ
ん
、
デ
ー

モ
ン
閣
下
、
村
橋
事
業
本
部
長
、
行
天
さ
ん

　
群
馬
県
の
み
な
か
み
町
観

光
協
会
は
３
月

日
ま
で
、

宿
泊
施
設
で
の
忘
・
新
年
会

を
呼
び
掛
け
る
「
幹
事
さ
ん

応
援
プ
ラ
ン
」を
実
施
す
る
。


軒
が
参
加
。

　
応
援
プ
ラ
ン
は
一
部
施
設

を
除
い
て
平
日
限
定
。
１
部

屋
３
人
以
上
で
計

人
以
上

利
用
す
る
と
幹
事
１
人
が
無

料
と
な
る
。
「
施
設
に
よ
っ

て
は
時
間
制
限
に
よ
る
飲
み

放
題
や
カ
ラ
オ
ケ
の
利
用
、

ま
た
ス
キ
ー
場
の
割
引
券
が

付
く
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ

ン
を
用
意
し
て
い
る
」
と
い

う
。

　
参
加
施
設
は
、
奥
利
根
温

泉
ホ
テ
ル
サ
ン
バ
ー
ド
、
金

盛
館
せ
ゝ
ら
ぎ
、
シ
ャ
レ
ー

・
ラ
・
ネ
ー
ジ
ュ
、
旅
人
宿

松
葉
屋
、
み
な
か
み
ホ
テ
ル

ジ
ュ
ラ
ク
、
温
も
り
の
宿
辰

巳
館
、
温
泉
農
家
民
宿
は
し

ば
、
豆
富
懐
石
猿
ヶ
京
ホ
テ

ル
、
ホ
テ
ル
湖
城
閣
、
ル
・

ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル
湖
郷
、
ラ
イ

フ
ケ
ア
猿
ヶ
京
。

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
は
広

島
、
鳥
取
、
島
根
、
岡
山
、

山
口
、徳
島
、香
川
、愛
媛
、

高
知
の
各
県
と
、
三
つ
の
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（
せ
と
う
ち
観
光
推
進

機
構
、
山
陰
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

機
構
、
四
国
ツ
ー
リ
ズ
ム
創

造
機
構
）
が
手
を
組
み
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
メ
や
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
前
面
に
出
し
、
冬
の

旅
行
需
要
を
喚
起
す
る
。

　
せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構

の
村
橋
克
則
事
業
本
部
長
は

「
西
日
本
豪
雨
の
影
響
に
よ

る
観
光
需
要
の
回
復
は
十
分

で
は
な
い
。
多
く
の
人
が

（
中
四
国
に
）観
光
に
来
て
、

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
各

地
が
元
気
に
な
り
、
観
光
復

興
に
つ
な
が
る
。
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

　
ま
た
、
各
県
の
冬
の
魅
力

を
伝
え
る
「
観
光
ツ
ア
ー
デ

ス
ク
」
を
１
月
末
ま
で
の
期

間
限
定
で
Ｔ
Ａ
Ｕ
内
に
設
け

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
の
日
は
ツ
ア
ー
デ
ス
ク

の
１
日
所
長
に
デ
ー
モ
ン
閣

下
を
任
命
。
広
島
カ
ー
プ
の

ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
で
現
れ
た
閣

下
は
「
完
全
で
は
な
い
が
、

被
害
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
徐

々
に
回
復
し
て
き
て
い
て
、

観
光
客
に
来
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
こ
の
冬
、
す
ぐ
に

で
も
出
掛
け
た
く
な
る
よ
う

な
情
報
を
提
供
し
、
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
で
復
興
の
援

助
に
つ
な
が
っ
て
い
け
れ
ば

い
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
開
始
に

伴
い
、
「
鍋
」
や
「
温
泉
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
絶
景
」
な
ど

冬
の
観
光
で
知
り
た
い
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
９
県
に
よ
る

冬
の
ベ
ス
ト
９
が
発
表
さ
れ

た
。温
泉
は
湯
原（
岡
山
）、

鞆
の
浦
（
広
島
）
、
皆
生

（
鳥
取
）、玉
造（
島
根
）、

湯
田
（
山
口
）
、
こ
ん
ぴ
ら

（
香
川
）
、
大
歩
危
・
祖
谷

（
徳
島
）、道
後（
愛
媛
）、

あ
し
ず
り（
高
知
）だ
っ
た
。

　
こ
の
日
は
岡
山
出
身
の
俳

優
、
前
野
明
哉
さ
ん
と
、
香

川
出
身
で
Ａ
Ｋ
Ｂ

チ
ー
ム

８
の
行
天
優
莉
奈
さ
ん
も
出

席
。
閣
下
と
前
野
さ
ん
は
そ

れ
ぞ
れ
広
島
、
岡
山
の
ベ
ス

ト
９
を
発
表
。
閣
下
は
大
久

野
島
、
で
び
ら
、
瀬
戸
内
し

ま
な
み
海
道
、
牡
蠣

か

き

、
ホ
ル

モ
ン
天
ぷ
ら
、き
の
え
温
泉
、

せ
ら
バ
ー
ガ
ー
、
大
和
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
、
広
島
菜
茶
漬
け

を
挙
げ
た
。

　
前
野
さ
ん
は
「
足
を
運
ぶ

こ
と
が
復
興
に
つ
な
が
る
。

行
く
人
は
と
こ
と
ん
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」
、
行
天
さ
ん
は

「
チ
ー
ム
８
は
各
県
代
表
な

の
で
、
地
元
の
ア
ピ
ー
ル
を

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
国
土
交
通
省
は
、
「
水
の

里
」
（
ダ
ム
周
辺
な
ど
河
川

の
上
流
部
に
あ
る
ま
ち
や

村
）
の
活
性
化
を
図
る

「
〝
み
ず
の
め
ぐ
み
〟
と
ふ

れ
あ
う
水
の
里
の
旅
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
８
」に
つ
い
て
、

一
般
部
門
の
最
優
秀
賞
と
特

別
賞
で
あ
る
「
絶
景
賞
」
に

「
越
後
湯
沢
温
泉
観
光
協
会

　
雪
国
観
光
舎
　
越
後
湯
沢

温
泉
」
（
新
潟
県
湯
沢
町
、

南
魚
沼
市
、
十
日
町
市
、
津

南
町
）
を
選
ん
だ
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
水
の

里
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た

旅
の
企
画
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
２
０
１
０
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

月

日
、
東

京
・
霞
が
関
の
同
省
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

　
最
優
秀
賞
の
テ
ー
マ
は

「
こ
こ
ろ
プ
レ
ミ
ア
ム
　
雪

国
の
宝
物
　
雪
が
も
た
ら
す

恵
み
の
水
を
訪
ね
て
　
今
し

か
見
れ
な
い
特
別
観
覧
イ
ン

フ
ラ
と
桜
・
里
山
料
理
と
美

酒
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」
。
雪

国
観
光
圏
の
一
部
、
雪
国
の

恵
み
と
喜
び
が
一
番
感
じ
ら

れ
る
早
春
を
、
視
覚
や
味
覚

な
ど
六
感
で
体
験
す
る
３
日

間
の
旅
。

　
審
査
員
か
ら
は
「
水
の
張

っ
た
春
の
棚
田
の
風
景
や
竜

ヶ
窪
、
雪
景
色
が
と
て
も
美

し
く
、
そ
れ
ら
全
て
が
水
と

つ
な
が
っ
て
い
る
点
が
素
晴

ら
し
い
」
と
の
声
が
挙
が
っ

た
。

　
一
方
、
学
生
部
門
で
は
比

治
山
大
観
光
振
興
ゼ
ミ
２
年

（
鳥
取
県
）
が
最
優
秀
賞
と

絶
景
賞
を
受
賞
。
テ
ー
マ
は

「
扇
ノ
山
を
源
と
す
る
殿
ダ

ム
と
浦
富
海
岸
、
『
旬
』
体

感
ツ
ア
ー
～
人
と
水
と
が
創

造
す
る
、
遊
・
食
・
景
　
そ

の
見
聞
は
き
っ
と
永
遠
に
な

る
～
」
。

　
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

つ
な
が
る
こ
と
や
、
山
の
源

流
か
ら
海
の
下
流
ま
で
を
網

羅
し
、
食
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
の
面
で
も
水
の
豊
か
さ
を

体
験
で
き
る
点
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
。


